
熊本高等専門学校 開講年度 令和06年度 (2024年度) 授業科目 情報リテラシー
科目基礎情報
科目番号 CI2103 科目区分 専門 / 必修
授業形態 授業 単位の種別と単位数 履修単位: 2
開設学科 制御情報システム工学科 対象学年 1
開設期 通年 週時間数 2
教科書/教材 「最新情報Ⅰ・実教出版」  「K-SEC 低学年共 教材」 「 K-SEC 情報モラル教材」
担当教員 大塚 弘文,寺田 晋也
到達目標
1. コンピュータの基本的な操作，電子メールの受信方法やネットワーク利用者として 守すべき最低限の情報セキュリティについて説明すること
ができる
2. 情報社会の基本的な仕組みを理解し法規や権利について知り、モラルの重要性を説明することができる
3. 文書作成ソフトや表計算ソフト、プレゼンテーションソフトを使用して 基本的な表計算やグラフを用いた文書を作成することができる
4. プログラミング言語で基礎的なプログラムを作成することができる
ルーブリック

理想的な到達レベルの目安 標準的な到達レベルの目安 未到達レベルの目安

評価項目1

コンピュータの基本的な操作，電
子メールの送受信方法やネットワ
ーク利用者として順守すべき情報
セキュリティについて説明するこ
とができ，実践することができる
．

コンピュータの基本的な操作，電
子メールの送受信方法やネットワ
ーク利用者として順守すべき最低
限の情報セキュリティについて説
明することができる．

コンピュータの基本的な操作，電
子メールの送受信方法やネットワ
ーク利用者として順守すべき最低
限の情報セキュリティについて理
解不足であり，学習が必要である
．

評価項目2
情報社会の概要を理解し、法規や
権利の意義やモラルの重要性を説
明できる。

情報社会の概要と、法規や権利の
意義を説明でき、モラルの重要性
を理解している。

情報社会の概要、法規や権利の意
義やモラルの重要性について理解
不足であり，学習が必要である．

評価項目3

表計算ソフトを使用して複雑な表
計算やデータに応じた適切なグラ
フを用いて作成し、文書作成ソフ
トやプレゼンテーションソフトを
使用して文書作成することができ
る．

表計算ソフトを使用して，基本的
な表計算やグラフを作成し、文書
作成ソフトを用いた文書作成に利
用できる．

表計算ソフトを使用した基本的な
表計算やグラフの作成や、文書作
成ソフトやプレゼンテーションソ
フトでの文書作成の技術不足であ
り，学習と演習が必要である．

評価項目4
プログラミング言語で自主的に文
法を調べ，独自のプログラムを作
成することができる．

プログラミング言語で基礎的なプ
ログラムを作成することができる
．

プログラミング言語で基礎的なプ
ログラムの技術知識が不足してお
り学習と演習が必要である．

学科の到達目標項目との関係
教育方法等

概要

「リテラシー」とは本来「読み書きができる能力」のことを意味する．したがって，情報リテラシーでは，情報を適切
に扱い活用する能力を身に付けることを目標とする．コンピュータの基本的な扱い方に始まり，インターネットや電子
メール利用方法やマナー，セキュリティ対策について学習し，また，オフィスソフトを利用した文書作成，プレゼンテ
ーション，表計算について取り組み，レポートや各種資料を作成するスキルを身に付ける．さらに，プログラミング言
語の基礎について取り組み，アプリケーション開発やシステム制御を行う情報系の技術者への第一歩を踏み出す．

授業の進め方・方法

【前期】
　コンピュータの基本的な使い方，インターネットや電子メールの利用，オフィスソフトを利用した文書作成，プレゼ
ンテーション，表計算について取り組む．演習主体の授業であり，指定された課題の提出によって，その内容に取り組
んだものとみなす．早期に課題の提出を終えた学生はTA（ティーチングアシスタント）として，周囲のクラスメイトの
理解を促す手助けをしてもらう．人に教えることで自分自身の理解を深めることにもなる．授業の最初に毎回10分程度
のタイピング練習を行う．コンピュータを利用する上で，タッチタイピング（キーボードを見ずにキーを押すこと）は
非常に重要なスキルである．授業中だけでなく，各自自宅で練習をしておくこと．タイピングソフトのスコアを成績の
一部に加味する．
【後期】　
　C言語を用いた基礎的なプログラミング技術について学ぶ．
　学生は事前に配布されたテキストを予習し，授業に臨む．授業では，テキストの解説及び，テキストに沿った課題を
レポート形式で出題するので，学生はその課題に着手する．授業中，テキストの解説を行うが，基本的には課題着手の
時間に当てるため，予習は必須である．

注意点 規定授業時数: 60時間（2単位）
追認定試験対象科目（筆記試験の評価割合が60％）

授業の属性・履修上の区分
□  アクティブラーニング ☑  ICT 利用 □  遠隔授業対応 □  実務経験のある教員による授業

授業計画
週 授業内容 週ごとの到達目標

前期 1stQ

1週 ガイダンス
授業計画や評価方法，コンピュータの利用方法，学校
で利用するネットワークシステムのアカウント設定に
ついて理解し，要点を説明することができる．

2週 インターネットや電子メール利用上のマナー
Webブラウザを用いたWebサイトの閲覧や電子メール
の送受信を行うことができる．また，利用上のマナー
について理解し，情報系の学生として自覚を持って行
動する．

3週 情報社会の概要
情報社会における情報とその特性、情報のモラルと個
人に及ぼす影響について説明できる。また、基本的な
情報の利用と公開に関連した保護と管理に関する法律
について概要を説明できる。

4週 情報システムの構成と情報のデジタル化
コンピュータの基本構成と動作および、ソフトウェア
とインタフェース、情報のデジタル化技術の基礎事項
を理解し説明できる。



5週 インターネットや電子メールの仕組みとセキュリティ
インターネットや電子メールの仕組みを通して，IPア
ドレスやサーバ等，重要なIT用語について理解し，説
明できる．また，コンピュータウィルス等の脅威の種
類や対策法について説明できる．

6週 文書作成ソフトを利用した文章作成 文書作成ソフトを利用して，文章の入力やレイアウト
変更、書式の応用を行うことができる．

7週 オフィスソフトを用いた文書作成（デザイン図表の編
集と挿入）

文書作成ソフトを利用して，文字や図形のデザインを
行い、それらを挿入した文書を作成できる．

8週 オフィスソフトを利用した表計算（表の編集と計算式
の入力）

表計算ソフトを利用して，表の編集や簡単な計算式の
入力を行うことができる．

2ndQ

9週 中間評価フィードバック

10週 オフィスソフトを利用した表計算（関数の入力）
表計算ソフトを利用して，SUMやAVERAGE等の簡単
な関数の入力を行うことができる．また，相対参照と
絶対参照について理解し，使い分けることができる。

11週 オフィスソフトを利用した表計算（応用的な関数） 表計算ソフトを利用して，IFやCOUNTIF等の関数を使
った応用的な表を作成することができる．

12週 オフィスソフトを利用した表計算（グラフの作成） 各種グラフの特性を理解し，対象のデータに適したグ
ラフを表計算ソフトによって作成することができる．

13週 オフィスソフトを利用した表計算（データベースの操
作）

表計算ソフトを利用して，並び替えや検索等，データ
ベースの操作を行うことができる．

14週 オフィスソフトを利用したプレゼンテーション（スラ
イド作成とアニメーション設定）

プレゼンテーションソフトを利用して，アニメーショ
ンを含むスライドを作成することができる．

15週 定期試験
16週 答案返却 答案返却と前期のまとめ

後期

3rdQ

1週 Linuxコマンド プログラムの開発環境であるLinuxを操作するためのコ
マンドを理解し，利用することができる．

2週 プログラム作成，コンパイル，実行 プログラムコードの書き方，コンパイル方法，実行方
法を理解し，利用することができる．

3週 printf文 文章を出力するprintf文を理解し，利用することができ
る．

4週 変数 数値計算を行うための変数の宣言，代入，表示方法を
理解し，利用することができる．

5週 変数とデータ型 変数のデータ型を理解し，それぞれの型に対応したプ
ログラムコードが記述できる．

6週 scanf文 キーボードからの入力を行うscanf文を理解し，利用す
ることができる．

7週 変数演算 変数を用いて四則演算プログラムコードを記述するこ
とができる．

8週 分岐処理if文 分岐処理を行うif文を理解し，利用することができる．

4thQ

9週 中間試験

10週 分岐処理if文 if文の重複や複数の条件文の記述方法を理解し，利用す
ることができる．

11週 繰り返し処理for文 繰り返し処理を行うfor文を理解し，利用することがで
きる．

12週 繰り返し処理for文 for文の重複やif文との組み合わせによるプログラムを
作成することができる．

13週 応用プログラム作成
これまでに学んだプログラミングの道具を用いて，与
えられた課題を解決するプログラムを作成することが
できる．

14週 応用プログラム作成
これまでに学んだプログラミングの道具を用いて，与
えられた課題を解決するプログラムを作成することが
できる．

15週 定期試験
16週 答案返却 答案返却と後期のまとめ．1年間の総括．

モデルコアカリキュラムの学習内容と到達目標
分類 分野 学習内容 学習内容の到達目標 到達レベル 授業週

基礎的能力 工学基礎 情報リテラ
シー

情報リテラ
シー

コンピュータの構成とオペレーティングシステム(OS)の役割を
理解し、基本的な取扱いができる。 1

情報を適切に収集・取得できる。 3
基礎的なプログラムを作成できる。 1
計算機を用いて数学的な処理を行うことができる。 1
基礎的なアルゴリズムについて理解し、任意のプログラミング言
語を用いて記述できる。 1

同一の問題に対し、それを解決できる複数のアルゴリズムが存在
しうることを説明できる。 1

情報セキュリティの必要性を理解し、対策について説明できる。 3
情報社会で生活する上でのマナー、モラルの重要性について説明
できる。 3

評価割合
試験 演習 合計

総合評価割合 60 40 100
基礎的能力 0 0 0
専門的能力 60 40 100



分野横断的能力 0 0 0


